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、
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ふ
存
れ
汁
史

今

{ノ

l
ト
}

コ
ギ
ト
の
詩
|
|
山
岸
外
史
「
満
月
歌
」

(「
コ
ギ
ト
」
昭
和
十

年
三
月
)。

は
ぢ
ら
ひ

コ
ギ
ト
の
詩
を
読
ん
だ
。
含
蓋
の
な
き
は
、
兄
の

う
。
た
め
ら
は
ず
に
進
み
玉
ふ
や
う
祈
る
。

質
で
さ
へ
あ
ら

東
京
市
本
郷
区
千
駄
木
町
五
十

太
宰
治

山
岸
外
史
様

51 



れ
f

ね
1
r

・

に
y
t
ぃ

令

t
A
勺
，

』
1
向

Jρ

一、

中
竹
ふ

ペレ
い

域
間
/
りが一一
f

全

+

す
¥

T
注

川

市

h
r

あきa
。いウ、 Jず
べ

I'¥-1ワト
k 
。 FLマ

~ h.. 

r、
r 二点
''-- ¥ 
の が 家主

像

記
の
ふ
w

p

d
移

φ

川
保

内

向
か
っ
べ
ふ
て
，

FF
μ
状
的
幸
俊
ペ

ヘ

v
rわ
つ

い

f
、

じ

除

、
f

-

yh

ぺ

、1
フ
ミ
f
o

p
広
三

フ

r
y

!

 

.... 、
，戸、

私d

b 

丹

係 ミみう

く
L ¥ 1 作 ク る
¥1 1，7 

マ 、 L

;L I27 ¥.. イ

7ム ι

LJ? 
?にJ

1> わ
1t:J 

、/フ
i i仁 ()/、、 そ
わ ん。し

書
簡
番
号
辺

百一日
l
F
r

nHμ
ィ
t
n，
可

E
A

，44

1
9
3
6年
)
3
月
日
日

〔
消
印
〕

52 



マ:e
y以ム
‘T' t子

vrrょ
IJ--) Bf 

~\ h昔、 i上使郵

全

、十フ

ペ
/) 

2 

t 
dミユ

: L i~ 
， -o; 

グご /' 

vr 
十

cf 

午
4
・・

中
l
ト
!/ 

〆 ~hm
w
 

さ
ん
ど

き
み
に
三
度
、
無
言
の
御
返
事
を
さ
し
あ
げ
た
。
三
種
三
様
の
無
圭一

な
の
だ
。
そ
れ
は
、
君
の
知
っ
て
居
る
と
ほ
り
で
あ
る
。
君
の
三
枚
の

で
ご
た

葉
書
が
、
ど
れ
ほ
ど
の
手
応

へ
が
あ
っ
た
か
、
そ
れ
も
、
君
の
推
察
ど

ほ
り
だ
。
お
そ
ら
く
、
ち
が
っ
て
は
ゐ
な
い
だ
ら
う
。
堀
に
石
を
投
じ

て
、
堀
の
深
さ
を
は
か
る
。
き
み
は
、
堀
の
深
さ
を
は
か
り
当
て
た
。

遊
び
に
来
て
お
呉
れ
。

東
京
市
本
郷
区
千
駄
木
町
五

十

吉

川
様
方

山
岸
外
史
様

千
集
県
船
橋
町
五
日
市
本
宿
一

九
二
八

太

宰

治
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ご
ぶ
さ
た
申
し
て
ゐ
ま
す
。
〔
全
集
〕
ご
ぶ
さ
た
申
し
て
ゐ
ま
す

不
在
か
も
し
れ
ぬ
。
〔
全
集
〕

|
+
不
在
か
も
し
れ
ぬ

お
返
し
で
き
ま
す
。
〔
全
集
〕

|
+
お
返
し
で
き
ま
す

(改
行
)
取
急
ぎ
お
知
ら
せ
迄
。
〔
全
集
〕

1

4
7

(
改
行
な
し
)
取
急
ぎ
お
知

ら
せ
迄

{ノ

l
ト
}

創
作
集
|
|
太
宰
の
最
初
の
創
作
集
『
晩
年
』
(
砂
子
屋
書
房
、
昭
和
十

一
年

六
月
)
。

ゲ
ル
|
|
ド
イ
ツ
語
の

の巴門

(
金
銭
)
。
学
生
用
語
で
「
ゲ
ル
」
と
言
っ

た
。

そ
の
後
ご
ぶ
さ
た
申
し
て
ゐ
ま
す
創
作
集
の
校
正
で
た
い
へ
ん

い
そ
が
し
く
、
明
日
の
土
曜
日
も
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
不
在
か
も
し
れ

ぬ
ゲ
ル
一一一

日
中
に
お
返
し
で
き
ま
す

東
京
市
本
郷
区
千
駄
木
町
五
十

太
宰
治

取
急
ぎ
お
知
ら
せ
迄

山
岸
外
史
様
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【
校
異
}

手
を
添
へ
て
〔
全
集
〕
手
を
添
え
て

い
っ
そ
う
〔
全
集
〕

|

lv

い
っ
さ
う

お
か
へ
し
す
る
。
〔
全
集
〕

l
t
お
か
へ
し
す
る

{ノ

l
ト
}

「
若
草
」

|

|
「
若
草
」

昭
和
十

一
年
五
月
発
表
の
「
雌
に
蹴
い
て
」
。
「私
」

が
「
客
人
」
に
、
憧
れ
の
女
性
像
を
語
る
話
だ
が
、
「客
人
」
の
モ
デ
ル
は
山

岸
外
史
。
山
岸
は

『太
宰
治
お
ぼ
え
が
き
』
で
、
二
人
の
対
話
を
「
ほ
と
ん

ど
そ
の
ま
ま
を
誤
た
ず
に
文
章
に
し
て
い
た
」
と
書
い
て
い
る
。

「
某
誌
の
小
説
」
|
|
「
東
陽
」

昭
和
十

一
年
十
月
発
表
の
「
狂
言
の
神
」
。

津
村
兄
|
|津
村
信
夫
。

(第
二
信
)

第
一
信
の
や
う
な
、
あ
ん
な
、
て
れ
か
く
し
の
面
白
く
も
な
い
返
事

を
、
わ
ざ
と
書
き
し
た
た
め
、
さ
て
、
満
面
の
微
笑
、
ど
れ
、
ど
れ
、

と
「
若
草
」
、
押
い
れ
よ
り
さ
が
し
出
し
て
、
ま
た
読
み
な
ほ
し
た
と

い
ふ
わ
け
で
す
。

一
夜
で
書
き
飛
ば
し
た
の
で
す
。
そ
れ
も
、
井
伏
さ

ん
の
奥
さ
ま
の
お
い
で
の
夜
で
、
お
話
相
手
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
書

き
あ
げ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ
ゑ
、
い
ま
読
む
と
、

話
に
も
な
に

も
な
ら
ぬ
ほ
ど
粗
末
な
個
所
あ
り
、
背
中
に
冷
水
三
斗
の
実
感
あ
り

ま
す
。
君
が
手
を
添
え
て
書
い
た
の
だ
か
ら
、
い
っ
さ
う
君
の
気
に
い

っ
た
の
で
は
な
い
か
し
ら
。
い
ま
、
月
末
ま
で
の
約
束
で
、
某
誌
の
小

説
。
夜
の
め
も
ね
ら
れ
ぬ
。
こ
れ
は
、
自
信
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も

読
ん
で
も
ら
ひ
た
い
。
津
村
兄
へ
の
ゲ
ル
は
、
こ
の
小
説
の
お
金
か
ら

お
か
へ
し
す
る

あ
れ
に
は
、
重
大
な
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
さ
へ
あ
り
ま
す
。
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十
吉
川
様
方
山
岸
外
史
様

千
葉
県
船
橋
町
五
日
市
本
宿

一
九
二
八

太

宰
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L

三

円
作
方

ん
，
F
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千争
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Y 庁
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dJ-

ゅ
に
作

昨
夜
は
、
大
い
に
疲
労
し
て
ゐ
た
の
で
、
し
つ
れ
い
、
し
ま
し
た
。

た
い
て
い
の
疲
労
な
ら
、
何
く
そ
と
ふ
ん
ば
っ
て
、
知
ら
ん
ふ
り
を
し

て
ゐ
る
も
の
で
し
た
。
よ
ほ
ど
の
疲
労
と
、
御
賢
察
あ
り
た
い
。
あ
の

前
夜
、
二
晩
、
ほ
と
ん
ど
徹
夜
で
、
仕
事
を
し
た
。
ぐ
っ
た
り
し
て
ゐ

た
と
こ
ろ
に
大
兄
が
来
た
。

で
も
、
君
の
昨
夜
の
退
去
の
す
が
た
は
、
た
い
へ
ん
よ
か
っ
た
。
名

さ
ん禽
飛
び
去
り
て
も
、
あ
と
を
濁
さ
ず
と
言
ふ
や
う
な
感
あ
り
。
ス
ガ
ス

ガ
し
か
っ
た
。
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十
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逃
が
し
て
し
ま
っ
て
〔
全
集
〕

(縦
線
な
し
)
〔
全
集
〕

来
て
下
さ
い
。
〔
全
集
〕

逃
が
し
て
し
ま
っ
て
、

(縦
線
あ
り
)

来
て
下
さ
い

先
日
は
、
気
も
遠
く
な
り
さ
う
な
腹
痛
で
、
そ
の
う
へ
甥
が
二
人
も

来
て
、
(ひ
と
り
は
八
年
ぶ
り
の
会
合
)
落
ち
つ
い
た
話
も
で
き
ず
、

君
を
う
っ
か
り
逃
が
し
て
し
ま
っ
て
、
く
や
し
か
っ
た
。
小
説
、
も
う

四
日
く
ら
ゐ
で
完
成
の
見
込
み
。
ゲ
ル
は
そ
の
と
き
お
か
へ
し
す
る
。

病
ひ
や
や
よ
し
。

」
ん
ど
は
必
ず
寝
物
語
の
覚
悟
で
来
て
下
さ
い

東
京
市
本
郷
区
千
駄
木
町
五
十

太
宰
治

吉
川
様
方

山
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外
史
学
兄
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拝
復
〔
全
集
〕
拝
復
。

ノ
五
九
六
〔
全
集
〕

二
ノ
五
九
六
、

拝
復
。

外
村
繁
氏
の
住
所
は
、
杉
並
区
阿
佐
ヶ
谷
二
ノ
五
九
六
、
で
す
。
御

げ
ん

忠
告
に
つ
い
て
は
、
倣
た
る
作
品
に
て
、
お
答
へ
申
し
ま
す
。
い
ま
、

苦
吟
。
五
六
日
お
待
ち
下
さ
い
。

太
宰
治

な
ぞ

私
の
態
度
の
謎
が
と
け
ま
す
。

東
京
市
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川
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方
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外
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ご
ぶ
さ
た
申
し
ま
し
た
。
〔
全
集
〕
ご
ぶ
さ
た
申
し
ま
し
た

つ
と
め
て
居
り
ま
す
。
〔
全
集
〕
つ
と
め
て
居
り
ま
す
、

「
文
蕗
ご
と
、〔
全
集
〕
|
ly

「
文
義
」
と

こ
れ
か
ら
〔
全
集
〕

l
tこ
れ
ら

見
直
し
玉
へ
。
〔
全
集
〕

l
t
見
直
し
玉
へ

{
ノ
ー
ト
}

「
虚
構
の
塔
」
(
仮
題
)
|

|
「
虚
構
の
春
」
(
「
文
学
界
」

昭
和
十

一
年
七
月
)
。

山
岸
外
史

『
太
宰
治
お
ぼ
え
が
き
」
に
は
、
「
こ
れ
ら
の
小
説
の
主
人
公
の
な

か
に
は
、
あ
き
ら
か
に
、
ぼ
く
を
使
っ
た
も
の
が
あ
っ
て
、
ぼ
く
へ
の
抵
抗

を
示
し
て
い
る
」
と
あ
る
。

謹
啓
ご
ぶ
さ
た
申
し
ま
し
た

A
説
「
狂
言
の
神
」
四
十
二
枚
、
完
結
、

た
だ
い
ま
「
虚
構
の
塔
」
(
仮
題
)
六
十
枚
の
完
成
に
夜
、
昼
、
つ
と

め
て
居
り
ま
す
、
今
月
中
の
〆
切
な
の
で
す
、
な
ほ
三
十

一
日
ま
で
に

「文
筆
」
と

「新
潮
」
へ
も
書
く
約
束
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
四
篇
の
作
品
御

一
読
の
う
へ

、
私
を
見
直
し
玉
へ

東
京
市
本
郷
区
千
駄
木
町
五
十

太
宰
治

山
岸
外
史
様
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作?ト
ヨい今

{校
異
}

あ
た
た
か
い
も
の
、
〔
全
集
〕

敬
白
〔
全
集

〕

敬

白

。

k 
"v 

J } 'v? 

之

み

ル

丈一

f弘

ユ
イ
J
の
が
め
M
l
み

り

77

み
J

引局、

f

九
3

・

イ
打

、

s
作

7
1

あ
た
た
か
い
も
の

匂
九

謹
啓
何
百
枚
か
の
オ
ノ
ガ
キ
を
兄
か
ら
い
た
だ
き
、
け
さ
の
オ
ハ
ガ

キ
、
は
じ
め
て
兄
の
い
た
は
り
の
あ
た
た
か
い
も
の
見
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
真
の
友
情
に
は
、
お
互
ひ
審
判
、
叱
正
の
他
に
、
や
さ
し

い
い
た
は
り
と
仕
事
へ
の
敬
意
を
欲
し
く
思
っ
て
ゐ
ま
し
た
。
君
は
、

や
は
り
私
の
よ
い
友
人
で
あ
っ
た
。

敬
白
。

東
京
市
本
郷
区
千
駄
木
町
五
十
吉
川
様
方

山
岸
外
史
様

千
葉
県
船
橋
町
五
日
市
本
宿

一
九
二
八

九

宰

治

67 



簡
番
号
列

昭
和
日
年

(1
9
3

J/-W崎
市

ん;いがJ1;.
dJ1'.すμ

ヶ;押
しえム

~ ~ 

L レ

ι、て い。
J
h

，、，

-
4
4
/
k

e
 

-

-

苧

e
d

さ'

究'

.‘ 

ぃ・ぃ伊
し
・

。

/'" 

へ
、
・
/

f 
O 

ペ
二人

iA千I!
f'" i J" 

仏 令 行ト

11 fJ 
f?JL 6

年
)
6
月
M

Z
A仰
向

の
。

1
九
ヂ
ヘ

引
/

L

げ
い

日
〔
消
印
〕

68 

が

νた
1フ¥

~s. 
1-: ザf

J.、

J

人

iFlヤ
-sv
ゐ
r
b
パ
ψ

'l
之
さ
・
!
?

f-Z
拾

の

う

い
Z
S
mr
白
札

/

/
f

，
，p

y
〆

l

L

り

/
¥

r
h
 ガ‘キ

1‘ 

乙、

} ~\し
fム

。

J々

、

F

河

、ヴ
ん

X 
bえ

!〆¥説
〈ノ Vづ

''
o
r
i
--

i
i
n
 

主
り
さ
が

へ
d
H
d

什

れ

が

万

川

り

4
MV

レ ゐ

の

'し

芦
b 
ベシ

A ，. 
L， 

/ 

rt) 
9 

;乞 r 才
、cV r¥ 

悼

のt

1
f
弘
ぃ

。

。

‘

1

1
 

‘

T
L

4d司
1



与

?十
可す

τ
、1
A
m
-

ふ

今

* 

1 ~ 

【
校
異
}

架
空
の
春
〔
全
集
〕
架
空
の
春
、

(「
架
空
の
春

(虚
構
の
春
、
改
題
)」

の
次
行
)
ど
う
や
ら
百
点
も
ら
へ
さ
う

だ
。
〔
全
集
〕

1

4
7

(
「「
虚
構
の
紡
復
。」
」
の
右
の
行
)
ど
う
や
ら
百
点
も

ら
へ
き
う
だ

(「
架
空
の
春

(虚
構
の
春
、
改
題
)」

の
次
行
)
四
百
枚
。
〔
全
集
〕

(「「
虚
構
の
紡
律
。」
」
の
下
)

「虚
構
の
初
僅
」
〔
全
集
〕

(縦
線
な
し
)
〔
全
集
〕

兄
の
・
心
境
、
〔
全
集
〕

見
え
て
来
た
。
〔
全
集
〕

え

'zf
宇
品
小
件
れ

v

d
市

品
噌

〆
九

人

「虚
構
の
訪
復
。」

(縦
線
あ
り
)

兄
の
心
境

見
え
来
た
。

部
曲

架狂道
空 言 化
ののの
春神華

一
ど
う
や
ら
百
点
も
ら
へ
さ
う
だ

(
虚
構
の
春
、一

「
虚
構
の
初
復
。
」
四
百
枚
。

改

題

)

、

兄
の
心
境
ち
か
ご
ろ
に
な
く
冴
え
て
居
る
ら
し
い
。
あ
の
オ
ハ
ガ

キ
で
、
兄
の
モ
オ
ゼ
た
ら
む
念
願
、
意
志
的
の
ぎ
し
ぎ
し
し
た
る
風
貌

よ
り
ア
ウ
フ
ヘ
エ
ベ
ン
。
本
然
の
姿
勢
の
や
う
に
さ
へ
見
え
来
た
。
よ

ほ
ど
、
文
章
習
練
し
た
様
で
す
。
澄
ん
で
居
る
。
以
後
も
、
粛
々
御
採

点
下
さ
い
。
「
思
ひ
出
」
は
?

「
文
学
界
」
の
小
説
は
、
大
い
に

で
す
。

き
加
へ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

東
京
市
本
郷
区
千
駄
木
町
五

十

吉

川
様
方

山
岸
外
史
様

千
葉
県
船
橋
町
五
日
市
本
宿

一
九
二
八

太

宰

治

(改
行
な
し
)「
文
学
界
」
の
〔
全
集
〕

【ノ

l
ト
}

「
虚
構
の
初
律
。」
|
|
作
品
集
「
虚
構
の
初
復
、
ダ
ス

・ゲ
マ
ィ
、不
」
(
新
潮

社
、
昭
和
十
二
年
六
月
)。「
虚
構
の
訪
復
」
の
題
の
も
と
に
「
道
化
の
華
」

「狂
言
の
神
」
「
虚
構
の
春
」
を
収
録
し
、
「ダ
ス
・
ゲ
マ
イ
ネ
」
を
付
け
る
。

「
文
学
界
」
の
小
説
|
|
「
虚
構
の
春
」
(
「
文
学
界
」
昭
和
十

一
年
七
月
)
。

(改
行
)
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